
 

                                   

 

守
る
会
は
、
三
陸
の
海

を
放
射
能
被
害
か
ら
守
る

た
め
に
、
議
会
で
の
一
般
質

問
と
併
せ
県
議
会
に
対
し

て
請
願
書
を
提
出
し
て
き

ま
し
た
。 

 

三
日
の
本
会
議
で
「
①
ア

ク
テ
イ
ブ
試
験
操
業
に
つ
い

て
、
慎
重
を
期
す
る
こ
と
、

②
三
陸
沿
岸
の
環
境
影
響

評
価
を
行
う
こ
と
の
二
点

を
、
岩
手
県
と
し
て
青
森

県
と
原
燃
に
申
し
入
れ
る
」

と
す
る
請
願
が
全
会
派
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
同
日
、
議
会
開
会

前
の
知
事
要
請
で
は
、
増

田
知
事
は
、
「
本
会
議
の
決

議
を
受
け
て
、
青
森
県
や

原
燃
、
文
部
科
学
省
な
ど
へ

安
全
に
関
す
る
情
報
の
提

供
を
申
し
入
れ
る
」
と
答
え

ま
し
た
。 

三
陸
の
海
を
守
る
た
め

に
岩
手
県
政
が
い
か
に
進

め
ら
れ
る
べ
き
か
重
要
な

局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

    

五
二
六
七
人

五
二
六
七
人

五
二
六
七
人

五
二
六
七
人
のののの    

署
名
簿

署
名
簿

署
名
簿

署
名
簿
をををを
提
出
提
出
提
出
提
出    

 

増
田
知
事
と
私
た
ち
の

面
談
は
、
平
沼
健
県
議
（
宮

古
・
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
）
と

三
浦
陽
子
県
議
（
盛
岡
・
民

主
県
民
）
の
紹
介
に
よ
っ

て
、
三
日
午
前
、
知
事
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

平
沼
県
議
か
ら
紹
介
の

挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
永
田
文

夫
請
願
世
話
人
か
ら
要
望

事
項
と
そ
の
趣
旨
説
明
が

な
さ
れ
、
八
月
以
来
集
め

て
き
た
五
二
六
七
人
の
要

請
署
名
簿
が
知
事
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
要
望
書
」
と
「
署
名
簿
」

を
受
け
取
っ
た
増
田
知
事

は
、
「
三
陸
の
海
を
守
る
た

め
に
こ
の
問
題
を
重
要
な

問
題
と
認
識
し
て
い
る
。
本

会
議
で
答
え
た
よ
う
に
、

青
森
県
に
安
全
性
に
つ
い
て

さ
ら
な
る
情
報
提
供
を
求

め
、
調
査
拡
大
を
文
部
科

学
省
に
要
請
し
て
ゆ
く
」
と

答
え
ま
し
た
。
ま
た
、
「
本

日
の
本
会
議
で
の
請
願
採

択
の
結
果
を
見
て
判
断
す

る
」
と
も
述
べ
ま
し
た
。 

    

放
射
能
被
曝

放
射
能
被
曝

放
射
能
被
曝

放
射
能
被
曝
のののの    

最
新
最
新
最
新
最
新
のののの
資
料
資
料
資
料
資
料
をををを
手
渡
手
渡
手
渡
手
渡
すすすす    

 

永
田
世
話
人
は
、
再
処

理
工
場
の
問
題
点
と
放
射

能
被
曝
に
つ
い
て
、
最
新
の

資
料
を
図
版
に
拡
大
し
て

示
し
説
明
し
、
増
田
知
事

に
直
接
手
渡
し
ま
し
た
。 

そ
の
主
な
も
の
は 

「
再

処
理
と
め
よ
う
！
全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク 

パ
ン
フ
」 

「
セ

ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
周
辺
の
汚
染

地
図
と
下
北
・
三
陸
の
比

較
地
図
」 

「
《
六
ヶ
所
工
場

事
業
申
請
書
》
記
載
の
放

射
能
廃
液
量
か
ら
計
算
し

た
四
万
七
千
人
分
の
経
口

致
死
量
試
算
書
」 

「
低
線

量
被
曝
で
発
が
ん
・
ア
メ
リ

カ
な
ど
の
国
際
調
査
・
岩
手

日
報
記
事
」 

「
国
連
コ
ー

デ
ッ
ク
ス
委
員
会
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
基
準
十
分
の
一
引
き

下
げ
提
案
」
な
ど
で
し
た
。 

 

永
田
世
話
人
の
説
明
に

対
し
て
、
増
田
知
事
は
、
千

葉
環
境
生
活
部
長
に
手
渡

し
た
別
冊
資
料
と
共
に
検

討
す
る
と
話
し
ま
し
た
。 
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増
田
知
事
、
青
森
県
に
安
全
情
報
提
供
申
し
入
れ 

県
議
会
、
請
願
採
択 

試
験
操
業
は
慎
重
に
、 

環
境
影
響
評
価
の
実
施 

 

増
田
知
事
へ
の
要
請
行
動 

 
 

 
 

 

十
月
三
日 

県
庁
知
事
室 



 

 

 

署
名
運
動

署
名
運
動

署
名
運
動

署
名
運
動
のののの
広広広広
が
り
が
り
が
り
が
り    

 

八
月
以
来
守
る
会
と
し

て
集
め
て
き
た
「
再
処
理
工

場
か
ら
の
放
射
能
を
三
陸

の
海
に
流
さ
せ
な
い
こ
と
を

求
め
る
署
名
」
は
九
月
初

旬
で
三
千
人
を
越
え
ま
し

た
。 

九
月
県
議
会
要
請
行
動

九
月
県
議
会
要
請
行
動

九
月
県
議
会
要
請
行
動

九
月
県
議
会
要
請
行
動    

一
五
日
招
集
さ
れ
た
県

議
会
に
む
け
て
守
る
会
は
、

要
請
・
請
願
行
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
二
〇
日
、

「
県
議
会
請
願
書
」
を
作
製

し
全
会
派
を
回
り
要
請
行

動
を
行
い
ま
し
た
が
、
各
会

派
と
も
共
感
賛
同
の
手
応

え
が
あ
り
ま
し
た
。 

二
六
日
、
民
主
・
県
民
、

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
、
政
和

社
民
、
共
産
の
各
会
派
代

表
に
よ
る
「
請
願
書
」
の
文

言
擦
り
合
わ
せ
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
「
県
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
ま
で
運
転
を

始
め
な
い
」
を
「
県
民
へ
の
説

明
を
求
め
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試

験
操
業
に
つ
い
て
慎
重
を

期
す
る
よ
う
申
し
入
れ
る
」

と
修
正
す
る
な
ら
ば
、
全

会
一
致
で
受
理
出
来
る
状

況
と
な
り
ま
し
た
。
守
る

会
と
し
て
「
操
業
試
験
を
始

め
な
い
」
と
い
う
署
名
運
動

の
文
言
を
降
ろ
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
議

会
請
願
と
し
て
一
部
修
正

を
受
け
入
れ
、
採
択
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
し
た
。 

本
会
議
一
般
質
問

本
会
議
一
般
質
問

本
会
議
一
般
質
問

本
会
議
一
般
質
問    

二
七
日
開
催
さ
れ
た
本

会
議
に
お
い
て
、
平
沼
健
議

員
は
「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

は
放
射
能
を
海
に
捨
て
る

危
険
な
も
の
で
あ
る
」
と
し

て
知
事
に
質
問
し
ま
し
た
。

二
八
日
に
は
三
浦
陽
子
議

員
が
「
英
国
で
は
子
ど
も
の

歯
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ュ
ウ
ム
検

出
の
例
が
あ
る
」
な
ど
を
挙

げ
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。 

増
田
寛
也
知
事
は
「
こ
の

問
題
を
重
大
な
も
の
と
受

け
と
め
て
い
る
。
青
森
県
に

情
報
の
提
供
を
定
期
的
に

求
め
、
種
市
沖
の
海
水
調

査
や
、
さ
ら
に
泥
や
生
物

の
調
査
に
も
拡
大
し
た
い
。

再
処
理
の
技
術
評
価
は
国

の
責
任
で
行
わ
れ
る
べ
き

だ
。
文
部
科
学
省
に
調
査

拡
大
を
要
請
し
て
ゆ
く
」
と

答
え
ま
し
た
。 

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

環
境
福
祉
常
任
委
員
会    

でででで
全
会
全
会
全
会
全
会
一
致
採
択

一
致
採
択

一
致
採
択

一
致
採
択    

    

二
九
日
環
境
福
祉
常
任

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
請
願
書
に
つ
い
て
髙
橋

比
奈
子
議
員
（
自
由
民
主

ク
ラ
ブ
）
、
平
野
ユ
キ
子
議

員
（
民
主
県
民
）
か
ら
質
問

が
あ
り
県
側
か
ら
「
管
理

目
標
値
が
あ
り
、
自
然
界

と
比
べ
て
微
量
で
あ
る
。
放

射
能
に
は
半
減
期
が
あ

り
、
な
く
な
る
」
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
工
藤
大
輔
議
員
（
民
主

県
民
）
は
「
リ
ア
ス
式
海
岸

で
は
放
射
能
が
溜
ま
る
の
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
し
、
平

野
議
員
は
「
プ
ル
ト
ニ
ュ
ウ
ム

の
半
減
期
は
六
三
五
〇

年
、
そ
れ
で
な
く
な
る
と
言

え
る
の
か
」
と
反
論
し
ま
し

た
。 

 

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
か
ら
は

「
こ
の
問
題
は
か
な
り
専
門

的
で
難
し
い
。
常
任
委
員
会

と
し
て
学
習
す
る
必
要
が

あ
る
。
一
二
月
議
会
ま
で

継
続
審
議
に
し
て
は
ど
う

か
」
と
い
う
発
言
が
あ
り
ま

し
た
が
、
審
議
の
結
果
、
現

時
点
で
採
択
す
る
と
し
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

本
会
議

本
会
議

本
会
議

本
会
議
で
も
で
も
で
も
で
も
全
会
一
致

全
会
一
致

全
会
一
致

全
会
一
致
でででで

採
択
採
択
採
択
採
択    

 
十
月
三
日
午
後
開
催
さ

れ
た
県
議
会
最
終
日
本
会

議
は
、
「
三
陸
の
海
を
守
る

請
願
」
を
、
飯
沢
匡
委
員
長

の
報
告
の
後
全
会
一
致
で

採
択
し
ま
し
た
。 

《
再
処
理
か
ら 

三
陸
の
海
を
守
れ
》
の
声 

マ
ス
コ
ミ

マ
ス
コ
ミ

マ
ス
コ
ミ

マ
ス
コ
ミ
・・・・ミ
ニ
コ
ミ

ミ
ニ
コ
ミ

ミ
ニ
コ
ミ

ミ
ニ
コ
ミ
でででで
浸
透
浸
透
浸
透
浸
透    

三
陸
リ
レ
ー
講
演
会
は

宮
古
で
三
百
人
、
気
仙
で

九
十
人
を
集
め
て
静
か
な

波
紋
を
呼
び
、
マ
ス
コ
ミ
各

社
も
取
り
あ
げ
ま
し
た
。 

岩
手
日
報
は
、
九
月
四

日
に
「
《
廃
水
の
海
水
汚
染

懸
念
》 

宮
古
・
陸
前
高
田

で
シ
ン
ポ
・
漁
業
者
ら
不
安

の
声
」
と
い
う
記
事
を
報
じ

ま
し
た
。
岩
手
東
海
新
聞

（
釜
石
）
や
宮
古
民
友
（
宮

古
）
、
東
海
新
報
（
大
船

渡
）
も
か
な
り
詳
細
に
報
じ

て
い
ま
す
。 

 

岩
手
日
報
に
は
、
連
日
、

三
陸
の
海
を
心
配
す
る
声

が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

八
月
三
一
日
の
夕
刊
論

壇
に
は
、
当
会
の
永
田
文

夫
さ
ん
の
「
納
得
で
き
ぬ
原

燃
の
回
答
」
が
載
り
、
「
声
」

欄
に
は
宮
古
の
主
婦
の
「
海

洋
汚
染
か
ら
三
陸
を
守
ろ

う
」
や
、
高
田
の
漁
業
青
年

の
「
核
燃
再
処
理
の
稼
働
を

許
す
な
」
、
の
投
書
が
載
り

ま
し
た
。
岩
手
日
報
は
県

議
会
で
の
「
知
事
見
解
」
に

つ
い
て
三
段
の
記
事
を
載
せ

ま
し
た
。 

盛
岡
タ
イ
ム
ス
は
平
沼

議
員
の
一
般
質
問
と
知
事

答
弁
に
ス
ペ
ー
ス
を
割
き
、

盛
岡
で
の
私
た
ち
の
署
名

行
動
も
載
せ
ま
し
た
。 

 

県
漁
連
発
行
の
「
ぎ
ょ
れ

ん
」
九
月
号
に
は
水
口
先

生
の
「
羅
針
盤
一
〇
六
回
」

が
載
り
、
「
今
こ
そ
安
全
・

安
心
な
岩
手
の
水
産
物
の

価
値
を
訴
え
る
」
と
題
し

て
、
漁
業
者
・
消
費
者
、
市

民
が
結
集
し
て
三
陸
リ
レ

ー
講
演
会
を
成
功
さ
せ
た

こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

カ
タ
ロ
グ
雑
誌
「
通
販
生

活
・
秋
号
」
に
は
、
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
《
ヒ
バ
ク
シ

ャ
》
の
鎌
仲
ひ
と
み
監
督
に

よ
る
櫻
井
よ
し
こ
さ
ん
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
載
り
「
六
ヶ

所
の
『
使
用
済
み
核
燃
料

再
処
理
工
場
』
を
動
か
し
て

し
ま
っ
た
ら
、
も
う
あ
と
戻

り
は
出
来
ま
せ
ん
。
」
と
い

う
大
見
出
し
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
私

た
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
岩

手
の
環
境
／R

I

廃
棄
物
／

再
処
理
」
に
は
、
様
々
な
資

料
や
運
動
の
様
子
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
「
ミ

ニ
コ
ミ
通
信
」
も
、
七
号
と

な
り
ま
し
た
。
（
尚
） 
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